
 

改善箇所説明図 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

                                         注記：車両によって取付け位置が異なる。 

 

                                       ４回路保護バルブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準不適合発生箇所 

主制動装置において、故障時の対応機能である４

回路保護バルブ内の樹脂部品の材質が不適切な

ため、圧力と熱によって当該バルブが変形すること

がある。そのため、そのままの状態で使用を続ける

と、フロント及びリヤブレーキ回路でエア洩れが発

生した場合、エア洩れ回路の遮断ができなくなり、ブ

レーキ回路の保護機能（エア圧力保持）が働かなく

なるため、制動力が低下するおそれがある。 

 

改善の内容 

全車両、当該保護バルブを点検し、対策品が装着

されていない場合には、当該保護バルブを対策品と

交換する。 

注意 ：           は改善箇所を示す。 

 

識別： 対策作業終了車両は、４回路保護バルブ本体に貼付さ

れているプレートの部品番号が２０７５５１９５ である。 

 

                                 部品番号プレート 

 

樹脂バルブ 


